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講演内容

1。自己紹介

2．｢幸福｣に関心を持ったきっかけ3

．｢幸福｣に関する知見｣

４．｢幸福｣実現のための問題解決5

．実践と実感
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岡 村 美好 おかむらみよし

いまは

山梨大学大学院工学域機械工学系 准教授
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岡村 美好 おかむらみよし

いまは
山梨大学大学院工学域機械工学系 准教授
担当科目：基底物哩マ,Ｍれカマ　メ間工？ 杓マぞi倫理

国土交通省 運輸安全委員会委員（非常勤）

こ れ ま で に

山 梨人 字 丁字部↓ オ 丁字祠 卒業
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人生の幸福度
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閉塞感からの脱出

マラソン 、

街

車転自

の段差に気づく

ユニノレ サルデザイン

ＵＤ
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(ユニバーサルデザイン)

す／コTの坏齢や能力のﾒﾉ ﾊﾞ

をﾃ ｻ゙ﾞｲﾝ する刀

の 定 義
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ＵＤに対する不満と疑問

／トイレに始まり，ﾄｲﾚ で終わる

／「誰でも」は使いにくい

７ し
ｒ
Ｌ

Ｉいデザイン｣は使いにくい

／どこまで快適・便利になればいいのか

ｙ ＵＤで幸せになれるか
○
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ど`こまで快 適・便 利 に

ストレスフリー

IT 技術・人工知能

ネットへの依存

｢考える｣より｢検索｣

記憶の外部ﾒﾓﾘ 化

身体機能の低下
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ＵＤで幸福になれるか

仮設住宅
スロ　フ

手 すり
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ユニノC－サル″デザイン″

すぺての年齢や能力の人々に対し，可能な限り最大限に

使いやすい製品や環境をデザ`インすること

なぜユニノレ サルデザインなのか

多 様性の尊重

すべての人が人として生きる

選択権 （自律）
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何のため
-

佳のためf

食 事をする

肛寸（乍理的

食 べる喜 び

空腹を満17-す（乍理的欲求）
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文 学 、経済 学 、
ま斤｢
¬ 心理学

／断念ののちの悟り

゛'人の痛みがわかる

゛'ほんとうを確かめ合い、自 分の生を肯 定する

／愛する大が幸せでいる

’゙最高の善
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人間の行動に関する加速度データと幸福感

人 間の最も自 然な状 態 ＝「自由」な状態

思い込みからの解放＝自分に誠実であること

個人 の幸福

自主的（自律）な行動

積極的な問芦解決

高ﾉﾘｵｰ ぞヽ）メ、

ｸﾘ１ｲﾃｨ ﾌﾞ

健康で長寿命

業 績の高い組織

質の高いコニュニケーｙﾖｙ



内発的動機と自律性

モチベーション1 ．0 生存目 的

モチベーション2.0 外的動機 （アメリ､ ナ）

ﾓ チベーション3 ．0 内発的動機G 幸成感、ツリがIい）
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フロー体11

゛'目標が明確で、迅速なﾌｨｰ ﾄ ﾊ゙ﾞｯｸ があって、集中

している状態

・自分の行動をコンlD－ルでさ了:いる

・世界とー体化しげいる

゛'行為に集中して没頭する状態

⇒ 最適体験、フロー体験
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フロー体験人門



ｒ

幸福｣の因子

1 。自己実現と成長

2 。つながりと感 謝3

．前向 きと楽 観

4 ．独 立とマイペース

方法を知っているだけでは幸福になれない

斤

幸せのメカニズム
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問題解決

問 題 こ 理 想 と現 状 のギャップJ

デザ;イン

人間の幸t中 豊力ヽな社会を構想し，
実現する創造的行為

システム
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問題解決で重要なこと

問題を認識できるか

見える問題/与λりれた問題(課題)

見 えない問題
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例えば

片づけの本質

整理することではない

次にどう使うか

何のために片づけるのか
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人・社会は非線形システム
Sy ｓtｅｍ

Ａ ９rｏｕp of r ｅｌａted parts　　
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組織の最適化

女性活躍推進（男女共同参画）
女性の権利/口木再興戦略

少子化高齢化問題/＼の対応/ メ材 保確の

⇒ ダイバーシティ推進

社会の変化に応じた組織の最適化

問題認識の資い
問勁の枠紺∂皿前い

価値共有型倫理

土木技術者の

倫理を考える
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教育の最適化

ネットへの依 存(lnt ｅｍｅt ｏｆ Ｈｕｍａｎ)｢

考える｣より｢検 索｣ 、記 憶 の外 部ﾒﾓﾘ 化

効 率 重 視

文章が読めない

知の構造の劣化・断片化　

自律力の低下

能力の拡張？、劣化の加速 ？
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自律した人材の育成 一ヒトから人間ヘー

｢学び｣の変化

知識 ⇒ 知識の使い方 （問題解決力）

問題の認識、知識の統合、LiberａｌＡrtｓ
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学習のﾋﾟﾗﾐッド

アクティブラーニング

⇒

⇒

学ぶことの面白さを伝える

教える側か面 白いと思う
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実践から得た

／幸福感

／好奇心

／柔軟な思考

７ちよつびりの自 信
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